
   

科学研究費助成事業（基盤研究（Ｓ））研究進捗評価 
 

 

課題番号 24226004 研究期間 平成 24 年度～平成 28 年度 

研究課題名 

高度機能集積形マザーマシンシス

テムＡＩＭＳの実現とそれによる

工作機械工学の体系化 

研究代表者

（所属・職）

（平成27年3月現在）

新野 秀憲（東京工業大学・精密

工学研究所・教授） 

 

【平成２７年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究では、大きなワークをナノメータの精度で３次元加工するための高度機能集積形マザーマシン

システムを構築すべく、ワークの移動機構、スピンドル、オンマシン計測システム、レーザー加工機な

どの７つの要素技術を研究開発し、最終的にシステムとして統合することを目指している。また、その

過程で「工作機械工学」を体系化するとしている。 

これまでに、６つの要素について目標とする性能あるいは機能をおおよそ実現し、また、エバネッセ

ント光を用いた新しい切込み量制御技術を実証するなど、研究目標の達成に向けて着実に成果を上げて

いる。論文発表、報道、招待講演などで研究成果の発信も順調に行われている。今後、具体的に取り組

むレーザー加工機能についても早急に技術実証を行い、各要素を完成した加工機としてまとめるととも

に、例えば、教科書のような形態で「工作機械工学」の体系化が望まれる。 


